
 

 

 

 

長岡京市市民協働のまちづくり推進プラン 

令和２年度実施状況報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

人と人とがつながって みんなでつくろう長岡京 

 



 

 

１． 目標設定の進行管理 

２． 実施状況結果 

３． 実施計画各施策の実施状況 

Ⅰ 協働への意識づくり 

１．情報の発信・共有・意見交換 

① 市民参画協働の意義や意味の発信 

② 市民活動団体の活動状況等の積極的な発信 

③ 自治会、住民連携組織の活動状況等の積極的な発信 

④ 協働事例の発信 

⑤ 協働事例報告会、団体活動発表会の開催 

⑥ 「市長と語る対話のわ」の実施・積極的な広報 

⑦ 協働に関する市民意識調査の実施 

２．学習機会の充実（人材育成） 

① 市民活動、地域活動へのきっかけづくりとなる協働についての講演会などの開催 

② 市民参画協働の活性化に向けた人材発掘及び育成 

③ 出前ミーティング制度の実施・積極的な広報 

３．市職員の協働意識の向上 

① 市内部における部局を越えた情報共有・連携の強化 

② 市職員への協働に関する研修 

③ 市民参画協働政策研究会（協働ワーキング）の活動 

④ 市職員の協働に関する意識調査の実施 

Ⅱ 協働への仕組みづくり 

１．行政施策立案等への住民参加 

① 審議会等への市民公募委員の参画促進 

② パブリックコメント制度の活用と推進 

③ 市の施策がわかるようなワークショップ、説明会の開催 

２．協働事業の推進 

① 提案公募型協働事業への財政的支援 

② 市実施事業の委託化の検討 

３．協働事業の評価 

①  協働事業の評価システムの検討・実施 

Ⅲ 協働への環境づくりによる市民活動の活発化 

１．中間支援機能の充実 

① 市民活動サポートセンターの中間支援機能の充実 

２．活動場所の充実 

① 市民活動オフィスフロアの利用促進 

② 市内空き施設、空き家の活用の検討 

３．活動への財政的支援 

① 市民活動への財政的支援 

 

Ⅳ 協働による地域づくりと自治活動の促進 

１．地域コミュニティの活性化 

① 自治会設立への支援 

② 自治会活動への支援 

③ 地域コミュニティ協議会など住民連携組織設立への支援 

④ 地域コミュニティ協議会など住民連携組織設立後の包括的な支援 

⑤ 地域コミュニティ協議会など住民連携組織の地域間交流の実施 

⑥ 地域コミュニティ協議会など住民連携組織とテーマ型市民活動団体との連携 



1 

 

1．目標設定の進行管理 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画市民アンケート 
5年に 1回実施 ※令和元年度は設問の変更に

伴い、自治会活動に参加している

市民の割合となっている 

※令和元年度 

アンケート実施せず 

市民活動団体間や、市民活動 

団体と市民や多様な主体とのつ 

ながりやネットワークづくりへ 

の支援を行い、活動の広がりを 

図ります。 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 

目標   57 件 60 件 63 件 66 件 70 件 

実績 51 件 61 件 57 件 40 件 20 件 28 件 25 件 

 

❂地域活動への参加意欲 

自治会・町内会活動に「参加し

ている」「参加していないが今後

参加したい」と思う市民の割合の

向上を目指します。 

❂ボランティア活動への参加率 

テーマ型のボランティア活動な

ど市民活動に参加している市民の

割合の向上を目指します。 

❂協働を理解している職員の割合 

「協働」について、全ての職員

が、聞いたことがあり、「よく意

味を知っている」ことを目指しま

す。 

❂審議会等への市民公募委員の参画比率 

 21 年度 26 年度 元年度 

目標   52％ 

実績 51.7％ 40.3％ 46.4％ 

 

 26 年度 元年度 

目標  12％ 

実績 9.3％ ― 

 

 25 年度 27 年度 29 年度 元年度 

目標   40％ 60％ 

実績 10.6％ 13.1％ 18.7％ 18.2％ 

 

全ての審議会等に市民公募委員 

が参画することを目指します。 

※専門性が必要とされるなど市民 

公募になじまない審議会等を除く。 

地域健康福祉計画市民アンケート 
5年に 1回実施 

市民協働職員アンケート 
2年に 1回実施 

 26年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 

目標   95％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

実績 89.7％ 89.3％ 87.1％ 87.9％ 88.9％ 93.1％ 100％ 

 

❂市民活動サポートセンターにおけるネットワークに関する延べ相談件数 
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❂地域コミュニティ協議会などの住民連携組織を全校区に設立 

地域コミュニティ協議会など

小学校区単位で地域課題に取り

組む住民連携組織の全校区設立

を目指します。 

❂自治会未組織地域率 

新規自治会設立を支援し、自 

治会未組織地域を少なくしてい

きます。 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 

目標   8.7％ 8.0％ 8.0％ 7.3％ 6.4％ 

実績 8.8％ 8.7％ 8.6％ 7.9％ 6.5％ 6.4％ 6.3％ 

 

❂自治会加入率 

自治会活動を支援し、自治 

会加入率の向上を目指します。 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 

目標   59.5％ 60.2％ 60.3％ 61.1％ 62.0％ 

実績 60.8％ 59.2％ 58.4％ 56.4％ 55.6％ 54.3％ 53.3％ 

 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 

目標   6 校区 7 校区 8 校区 9 校区 10 校区 

実績 5 校区 5 校区 5 校区 7 校区 7 校区 8 校区 8 校区 
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2．実施状況結果 

「長岡京市市民協働のまちづくり推進プラン」における 29 施策について、令和２年度

の各施策の実施状況を確認したところ下表のとおりとなりましたので報告します。 

（評価点は 0 点から 4 点の 5 段階評価） 

Ⅰ 協働への意識づくり                                評価点 

1 
情 報 の 発 信 ・  

共有・意見交換 

①市民参画協働の意義や意味の発信 １ 

②市民活動団体の活動状況等の積極的な発信 ４ 

③自治会、住民連携組織の活動状況等の積極的な発信 ４ 

④協働事例の発信 ３ 

⑤協働事例報告会、団体活動発表会の開催 ３ 

⑥「市長と語る対話のわ」の実施・積極的な広報 １ 

⑦協働に関する市民意識調査の実施 １ 

2 
学 習 機 会 の 充 実 

（人材育成） 

①市民活動、地域活動へのきっかけづくりとなる協働についての 

講演会などの開催 
４ 

②市民参画協働の活性化に向けた人材発掘及び育成 ３ 

③出前ミーティング制度の実施・積極的な広報 ２ 

3 
市職員の協働意識

の向上 

①市内部における部局を越えた情報共有・連携の強化 １ 

②市職員への協働に関する研修 ３ 

③市民参画協働政策研究会（協働ワーキング）の活動 ２ 

④市職員の協働に関する意識調査の実施 ― 

Ⅱ 協働への仕組みづくり  

１ 
行政施策立案等へ

の住民参加 

①審議会等への市民公募委員の参画促進 ４ 

②パブリックコメント制度の活用と推進 １ 

③市の施策がわかるようなワークショップ、説明会の開催 4 

２ 協働事業の推進 
①提案公募型協働事業への財政的支援 ４ 

②市実施事業の委託化の検討 ０ 

３ 協働事業の評価 ①協働事業の評価システムの検討・実施 ３ 

Ⅲ 協働への環境づくりによる市民活動の活発化  

１ 中間支援機能の充実 ①市民活動サポートセンターの中間支援機能の充実 １ 

２ 活動場所の充実 
①市民活動オフィスフロアの利用促進 ２ 

②市内空き施設、空き家の活用の検討 ４ 

３ 活動への財政的支援 ①市民活動への財政的支援 ４ 

Ⅳ 協働による地域づくりと自治活動の促進  

１ 
地域コミュニティ

の活性化 

①自治会設立への支援 4 

②自治会活動への支援 2 

③地域コミュニティ協議会など住民連携組織設立への支援 １ 

④地域コミュニティ協議会など住民連携組織設立後の包括的な支援 ２ 

⑤地域コミュニティ協議会など住民連携組織の地域間交流の実施 ２ 

⑥地域コミュニティ協議会など住民連携組織とテーマ型市民活動団 

体との連携 
４ 
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全 項 目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点項目 施策項目数 
評価点 

４点 ３点 ２点 １点 ０点 対象外 

協働への意識づくり 

 
1４ ３ ４ ２ ４ ０ １ 

協働への仕組みづくり 

 
６ ３ １ ０ １ １ ０ 

協働への環境づくりに

よる市民活動の活発化 
４ 2 0 １ １ 0 0 

協働による地域づくり

と自治活動の促進 
６ ２ ０ ３ １ ０ ０ 

合 計 ３０ １０ ５ ６ ７ 1 １ 

評価点計 74点 40点 15点 1２点 ７点 0点 ― 

0

3%

1

23%

2

20%3

17%

4

34%

対象外

3%
0

3%
1

7%

2

27%

3

30%

4

33%

対象外

0%

令和２年度 

令和２年度の推進プランにおける評価点の合計は、２９項目×4 点の 116 点満点中 74 点で、達成

率は 63.8％でした。令和３年度以降も、さらなる協働による活力あるまちづくりを目指します。 

令和元年度 



5 

 

 

  

0

17%

1

0%

2

17%

3

33%

4

33%

対象

外

0%

協働への環境づくりによる市民活動の活発化 

0

0%

1

0%

2

50%

3

0%

4

50%

対象

外

0%

0

0%
1

17%

2

50%
3

0%

4

33%

対象

外

0%

協働による地域づくりと自治活動の促進 

0

0%
1

14%

2

21%

3

36%

4

29%

対象外

0%

元年度 

0

16%

1

17%

2

0%

3

17%

4

50%

対象

外

0%

0

0%

1

29%

2

14%3

29%

4

21%

対象外

7%

協働への意識づくり 

２年度 

協働への仕組みづくり 

0

0%
1

25%

2

25%
3

0%

4

50%

対象

外

0%

0

0%

1

0%

2

34%

3

33%

4

33%

対象

外

0%

２年度 

２年度 

２年度 

元年度 

元年度 

元年度 
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3．実施計画各施策の実施状況 

Ⅰ 協働への意識づくり 

１ 情報の発信・共有・意見交換 

 

 

施 策 番 号 Ⅰ－１－① 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局※ 

自治振興室 

広報発信課 

施 策 市民参画協働の意義や意味の発信 

目 的 
協働のまちづくりに対する市民の意識向上や、市民が主体的にまちづくりへ参画する

ためのきっかけづくりをします。 

内 容 

広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホームページにおいて定期

的に情報発信を行います。また、市民協働マニュアルを積極的に広報し、必要に応じ

て改訂します。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 1 1 1 1 1 

評 価 指 標 

４点 

年 12 回以上、広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホ

ームページのいずれかにおいて、協働・参画の意味や意義について情報発信

を行っている。また、市民協働マニュアルをウェブ上に常に公開し、必要に

応じて市民協働マニュアルの改訂を行っている。 

3 点 

年 6 回以上、広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホー

ムページのいずれかにおいて、協働・参画の意味や意義について情報発信を

行っている。また、市民協働マニュアルをウェブ上に常に公開し、必要に応

じて市民協働マニュアルの改訂を行っている。 

2 点 

 年 3 回以上、広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホー

ムページのいずれかにおいて、協働・参画の意味や意義について情報発信を

行っている。また、市民協働マニュアルをウェブ上に常に公開し、必要に応

じて市民協働マニュアルの改訂を行っている。 

1 点 

年 1 回、広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホームペ

ージのいずれかにおいて、協働・参画の意味や意義について情報発信を行っ

ている。また、市民協働マニュアルをウェブ上に常に公開し、必要に応じて

市民協働マニュアルの改訂を行っている。 

0 点 情報発信を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度  

・広報長岡京に「まちづくりにあなたの意見を聞かせてください」というタイトルで 

意見公募(パブリックコメント)制度及び審議会等の委員募集についての周知記事を 

掲載。(8 月号) 

・市民協働マニュアルを市ホームページにて公開している。 
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施 策 番 号 Ⅰ－１－② 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

広報発信課 

施 策 市民活動団体の活動状況等の積極的な発信 

目 的 市民活動団体が身近に感じられるよう活動状況等を発信します。 

内 容 
広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホームページやセンター内

パネル展示などにおいて定期的な情報発信を行います。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 3 4 ４ ４ 

評 価 指 標 

４点 

年 250 回以上、広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホ

ームページ、センター内パネル展示のいずれかにおいて、市民活動団体の活

動状況等を発信します。 

3 点 

年 200 回以上、広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホ

ームページ、センター内パネル展示のいずれかにおいて、市民活動団体の活

動状況等を発信します。 

2 点 

年 150 回以上、広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホ

ームページ、センター内パネル展示のいずれかにおいて、市民活動団体の活

動状況等を発信します。 

1 点 

年 100 回以上、広報長岡京、市ホームページ、市民活動サポートセンターホ

ームページ、センター内パネル展示のいずれかにおいて、市民活動団体の活

動状況等を発信します。 

0 点 情報発信を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

・広報長岡京 「あなたのコーナー」で、市民活動団体などの催しやメンバー募集記

事を年間で１３２件掲載。「長岡京 NOW」や「ひと・まち拓く」で市民活動団体の

活動等を６回掲載。市民活動への補助金や活動機会の提供などに関する記事を、４

月号、６月号、9 月号、10 月号、3 月号に計８件掲載。西の京自治会における災害

時の避難の取り組みについての記事を、防災関連記事とともに特集として８月号に

掲載。地域づくり啓発特集記事を、９月号に掲載。自分ごと化会議開催についての

特集記事を、１０月号に掲載。 

・「ＦＭおとくに」に市民団体のメンバーが出演し、活動紹介やイベント案内などの

情報を１１回発信。 

・コロナ禍でさまざまな制約がある中でも市民活動の後押しができるよう、広報・ホ

ームページ・フェイスブック等を使い、今後も広く継続的な情報発信を行う。 

・市民活動サポートセンター： 季刊誌「Flat-Ne ながさぽ」(４回発行)やメールマガ

ジン(６回発行)、HP(登録団体イベント情報 51 件、登録団体活動情報 23 件、助成

金情報 50 件掲載)、公式 LINE、センター内の交流スペース「ひもじば」などで登

録団体の活動情報や、市民活動に関する各種イベントやセミナー、助成金等の情報

を発信した。 
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施 策 番 号 Ⅰ－１－③ 
前計画 

との関連 
発展 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

広報発信課 

施 策 自治会、住民連携組織の活動状況等の積極的な発信 

目 的 自治会や住民連携組織への理解や積極的な参加が進むよう、活動状況等を発信します。 

内 容 
広報長岡京、市ホームページ、地域コミュニティ協議会発行のコミュニティニュースな

どを通して認知度及び理解の向上をはかります。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 4 4 ４ ４ 

評 価 指 標 

４点 
年 30 回以上、広報長岡京、市ホームページ、地域コミュニティ協議会のコミ

ュニティニュースなどにおいて、認知度及び理解の向上をはかっている。 

3 点 
年 20 回以上、広報長岡京、市ホームページ、地域コミュニティ協議会のコミ

ュニティニュースなどにおいて、認知度及び理解の向上をはかっている。 

2 点 
年 10 回以上、広報長岡京、市ホームページ、地域コミュニティ協議会のコミ

ュニティニュースなどにおいて、認知度及び理解の向上をはかっている。 

1 点 
年 5 回以上、広報長岡京、市ホームページ、地域コミュニティ協議会のコミ

ュニティニュースなどにおいて、認知度及び理解の向上をはかっている。 

0 点 情報発信を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

・西の京自治会における災害時の避難の取り組みについての記事を、防災関連記事とと

もに特集として広報長岡京８月号に掲載。 

・地域づくり啓発特集記事を、広報長岡京９月号に掲載。 

・自分ごと化会議開催についての特集記事を、広報長岡京１０月号に掲載。 

・自治会、住民連携組織への理解や参加を促す記事を広報紙やＦＭおとくになどを通じ

て丁寧に紹介し、今後も継続的な情報発信を行う。 

・市ホームページにおいて、各小学校区の自治会の概要と主な年間行事を掲載。 

・市庁舎１階（南棟、北棟）のモニターに自治会加入ＰＲを放映、市民課窓口に自治会

加入をＰＲする POP を設置。 

・コミュニティニュースを発行し校区内全戸配布（長法寺小：３回、長三小：６回、長

四小：１回、長五小：３回、長七小：３回、長八小：２回、長九小：２回、長十小：

３回発行） 

・コミュニティニュースで自治会の行事予定や活動報告を掲載。 

・(仮称)自治振興条例策定に係る市民参加型ワークショップ「自分ごと化会議」の１回

目において、自治会及び地域コミュニティ協議会の現状と取り組みについて紹介を行

った。 
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施 策 番 号 Ⅰ－１－④ 
前計画 

との関連 
発展 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

広報発信課 

施 策 協働事例の発信 

目 的 
協働の先進事例を紹介することにより、市民活動団体や地域活動団体の活動の活発化

をはかります。 

内 容 
市民参画協働政策研究会（協働ワーキング）が実施している協働事例紹介を事例集と

してまとめ、市ホームページなどで広く発信します。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 3 3 ３ ３ 

評 価 指 標 

４点 

協働事例を広報長岡京、市ホームページ、地域コミュニティのコミュニティ

ニュースなどにおいて広く発信した。また、協働事例紹介を広く発信し、庁

内外に協働事例を広く周知した。 

3 点 

協働事例を広報長岡京、市ホームページ、地域コミュニティのコミュニティ

ニュースなどにおいて広く発信した。また、協働事例紹介を作成し、庁内イ

ンフォメーションで発信した。 

2 点 協働事例紹介を作成し、庁内インフォメーションで発信した。 

1 点 協働事例紹介を作成した。 

0 点 協働事例紹介を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・協働事例をより身近に感じてもらうよう、協働事例紹介を庁内インフォメーション

で発信。 
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施 策 番 号 Ⅰ－１－⑤ 
前計画 

との関連 
発展 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 協働事業報告会、団体活動発表会の開催 

目 的 
協働の先進事例や活動事例を報告・発表する場を設けることにより情報やノウハウの

共有をはかります。 

内 容 市民活動応援補助金交付団体活動発表会などを開催します。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 3 ３ ３ ３ 

評 価 指 標 

４点 

市民活動応援補助金を交付された団体の活動発表会を年１回開催し、活動事

例を発表する場を設ける。また、市民活動サポートセンター利用団体等が交

流する機会を年 6 回以上設けて、情報やノウハウの共有をはかる。 

3 点 

市民活動応援補助金を交付された団体の活動発表会を年１回開催し、活動事

例を発表する場を設ける。また、市民活動サポートセンター利用団体等が交

流する機会を年 3 回以上設けて、情報やノウハウの共有をはかる。 

2 点 

市民活動応援補助金を交付された団体の活動発表会を年１回開催し、活動事

例を発表する場を設ける。また、市民活動サポートセンター利用団体等が交

流する機会を年 1 回設けて、情報やノウハウの共有をはかる。 

1 点 
市民活動応援補助金を交付された団体の活動発表会を年１回開催し、活動事

例を発表する場を設ける。 

0 点 市民活動団体の活動発表を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・市民活動応援補助金交付団体の活動発表会を、市民活動サポートセンターの登録団

体の活動発表と同時に行った。市民活動応援補助金交付団体６団体と、市民活動サ

ポートセンター登録団体２団体が参加し、それぞれの活動について発表を行った。 

・防災・防犯に取り組む市民活動サポートセンター登録団体が意見交換を行う「防災・

防犯まちづくり懇談会」を年度内に 3 回開催したほか、「長岡京市 SDGs 交流会」

の共催などを通じて、市民活動団体間の情報やノウハウの共有、ネットワークづく

りに努めた。 
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施 策 番 号 Ⅰ－１－⑥ 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

広報発信課 

関連する全部局 

施 策 市長と語る「対話のわ」の実施・積極的な広報 

目 的 市民と市長との対話を通して、市の政策や施策、課題について意識共有をはかります。 

内 容 
市長と語る「対話のわ」を通して、市の施策や政策、課題について対話する機会に市

民が気軽に参画できるよう「対話のわ」の実施及び積極的な広報を行います。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 2 2 ２ １ 

評 価 指 標 

４点 
年 25 回以上、市長と語る「対話のわ」実施し、広報長岡京、市ホームページ

により広報を行った。 

3 点 
年 20 回以上、市長と語る「対話のわ」実施し、広報長岡京、市ホームページ

により広報を行った。 

2 点 
年 15 回以上、市長と語る「対話のわ」実施し、広報長岡京、市ホームページ

により広報を行った。 

1 点 年 10 回以上、市長と語る「対話のわ」を実施した。 

0 点 「対話のわ」を実施していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、これまでの集合型で開催する際はテ

ーマを絞ることで短時間としたり、少人数でソーシャルディスタンスを確保したり

するなどの対応を行った。また、ウィズコロナ時代の開催手法としてオンラインや

FM おとくにを活用するなど、非接触型の市長と語る「対話のわ」についても実施

し、令和２年度の実施回数は合わせて１０回であった。 

・本市における新型コロナウイルス感染症対策など、様々な分野の施策や課題につい

て対話を行い、参加者との意見交換の時間を設けることで、市民や団体と意識共有

を図ることができた。 

・実施の際は、広報紙、市ホームページ、公式フェイスブック、ツイッターなど、状

況に応じて様々な媒体を活用し、広報を行った。 

・今後も新型コロナウイルス感染症の影響が続くと予想される中で、感染拡大防止に

対応した「新しい行政様式」での市長と語る「対話のわ」の開催手法をさらに検討

し、広報を行っていく。 
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施 策 番 号 Ⅰ－１－⑦ 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

関連する各部局 

施 策 協働に関する市民意識調査の実施 

目 的 
市民参画協働に関する市民の意見及びニーズを把握し、政策、施策や事務事業の立案

及び改善に反映させ、市民協働のまちづくりを推進します。 

内 容 
各種アンケートを実施する際、市民参画協働に関する質問項目を盛り込みます。 

※総合計画、地域健康福祉計画策定時のアンケート（5 年に 1 回）など 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

機会があれば

実施 

機会があれば

実施 

機会があれば

実施 
実施 

機会があれば

実施 

評 価 点 1 1 1 4 １ 

評 価 指 標 

４点 
市民参画協働に関する質問事項を盛り込んだアンケート及び結果の分析を実

施した。 

3 点 市民参画協働に関する質問事項を盛り込んだアンケートを実施した。 

2 点 
市民アンケートの実施予定を把握し、市民参画協働に関する質問項目を盛り

込めるよう働きかけを行った。 

1 点 市民アンケートの実施予定調査を行った。 

0 点 市民アンケートに関する調査を行わなかった。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

令和２年度は市民アンケートの実施なし 

・市民アンケートの実施予定の調査を行った。 
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２ 学習機会の充実（人材育成） 

 

 

施 策 番 号 Ⅰ－２－① 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

関連する各部局 

施 策 市民活動、地域活動へのきっかけづくりとなる協働についての講演会などの開催 

目 的 
市民活動、地域活動への理解や関心を高める効果的な行事を開催し、活動参加のきっ

かけづくりを行います。 

内 容 市民活動、地域活動へのきっかけづくりとなる講演会や講座を開催します。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 4 4 ４ ４ 

評 価 指 標 

４点 
市民活動や地域活動へのきっかけとなる講演会や講座を開催した。受講者か

ら活動者が生まれた。 

3 点 
年 12 回以上、市民活動や地域活動へのきっかけとなる講演会や講座を開催し

た。 

2 点 
年 6 回以上、市民活動や地域活動へのきっかけとなる講演会や講座を開催し

た。 

1 点 
年 1 回以上、市民活動や地域活動へのきっかけとなる講演会や講座を開催し

た。 

0 点 市民活動や地域活動へのきっかけとなる講演会や講座を開催していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・市民ライター養成講座 ４回開催。活動者が生まれた。 

・地域お助けサポーター養成講座 ２回開催。活動者が生まれた。 

・あいサポーター研修 ６回開催。活動者が生まれた。 

・点訳奉仕員養成講座 ９回開催。活動者が生まれた。 

・朗読奉仕員養成講座 ７回開催。活動者が生まれた。 

・手話教室 入門編 昼コース １２回開催。活動者が生まれた。 

・手話通訳者 現任研修会 ３回開催。活動者が生まれた。 

・要約筆記奉仕員養成講座 ６回開催。活動者が生まれた。 
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施 策 番 号 Ⅰ－２－② 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 市民参画協働の活性化に向けた人材発掘及び育成 

目 的 
市民活動、地域活動の次世代の担い手を発掘、育成することにより協働のまちづくり

を推進します。 

内 容 協働に関する啓発資料の作成・活用や研修などを実施します。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 3 3 ３ ３ 

評 価 指 標 

４点 
協働に関する啓発資料を配架した。また、協働に関する研修等を 3 回以上実

施し、次世代の担い手の発掘及び育成を行った。 

3 点 
協働に関する啓発資料を配架した。また、協働に関する研修等を実施し、次

世代の担い手の発掘及び育成を行った。 

2 点 協働に関する啓発資料を市民活動サポートセンターや市役所にて配架した。 

1 点 
協働に関する啓発資料を問い合わせに応じて資料を提供できる状態であっ

た。 

0 点 協働に関する啓発資料作成・活用や研修を実施していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・市民活動サポートセンター季刊誌(Flat-Ne ながサポ)等で協働に関する情報を発信

(市内各公共施設に配架) 

・市と立命館高等学校との協働事業として、立命館高校１年生の授業「長岡京市役所

リーフレット作成プロジェクト」に協力し、市からの情報提供をもとに、立命館高

等学校の生徒が長岡京市立図書館のリーフレットを作成した。 

・入所１年目の市職員２６名を対象に協働研修を行った。 
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施 策 番 号 Ⅰ－２－③ 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

広報発信課 

関連する全部局 

施 策 出前ミーティング制度の実施・積極的な広報 

目 的 
市民が市政に関して知りたいことや聞きたいことなどを気軽に学べる機会を提供し

ます。 

内 容 

市職員が市民の希望に基づいて出向き、市政に関する情報を分かりやすく説明すると

ともに、質疑や意見交換などを行う出前ミーティング制度を実施します。また、より

多くの市民が利用できるよう広報長岡京、市ホームページで広く広報します。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 ３ 4 ３ ２ 

評 価 指 標 

4 点 
出前ミーティングについて、市ホームページや広報長岡京にて広報し、年間

60 回以上開催した。 

3 点 
出前ミーティングについて、市ホームページや広報長岡京にて広報し、年間

40 回以上開催した。 

2 点 
出前ミーティングについて、市ホームページや広報長岡京にて広報し、年間

20 回以上開催した。 

1 点 
出前ミーティングについて、市ホームページや広報長岡京にて広報し、開催

した。 

0 点 出前ミーティング制度を実施・広報していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

・令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、昨年度より大幅に件数が減 

少し、年間 25 件（延期 1 回、中止 1 回）、24 回実施、参加者は延べ 418 人でし

た。感染拡大防止の策としてマスクの着用や十分な距離の確保、短時間での開催や、

対面での実施以外にオンライン（ZOOM）で開催するなど、実施に向けた環境の整

備に努めました。 

 そのような中でも申し込みが多かったテーマは、例年と同様に、「災害に強いまち 

づくり」や「家庭の防犯」です。市民の防災、防犯への関心は高く、出前ミーティ

ングを通じてさらに理解を深め、啓発につながったものと考えます。 

・引き続き感染拡大防止への対応として、従来通りの対面での実施が難しい場合の実 

施方法について、さらに検討を進める必要があります。 

 また、申し込みテーマに偏りがあるため、市民の関心事やニーズの把握に努め、テ

ーマの充実を図ることが課題です。 
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３ 市職員の協働意識の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 策 番 号 Ⅰ－３－① 
前計画 

との関連 
発展 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 市内部における部局を越えた情報共有・連携の強化 

目 的 協働事業が円滑に推進できるよう部局間相互の情報共有を密にします。 

内 容 
市民参画協働推進本部会議や協働ワーキング、住民自治にかかわる事務担当者会合な

ど部局横断的な情報共有を定期的に行います。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 2 2 2 １ 

評 価 指 標 

４点 
協働ワーキング、住民自治ワーキング等、年 30 回以上開催し、部局横断的な

情報共有を行う。 

3 点 
協働ワーキング、住民自治ワーキング等、年 20 回以上開催し、部局横断的な

情報共有を行う。 

2 点 
協働ワーキング、住民自治ワーキング等、年 10 回以上開催し、部局横断的な

情報共有を行う。 

1 点 
協働ワーキング、住民自治ワーキング等、年 5 回以上開催し、部局横断的な

情報共有を行う。 

0 点 部局横断的な情報共有を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

 

■２年度 部局横断的な庁内ワーキングは３グループが活動。 

・市民参画協働政策研究会(協働ワーキング) ４回実施 

・食育ワーキング会議 １回実施 

・「長岡京市人権教育・啓発推進計画推進本部」ワーキンググループ 1 回実施 
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施 策 番 号 Ⅰ－３－② 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

職員課 

施 策 市職員への協働に関する研修 

目 的 市職員の市民参画協働に対する見識を深め、協働事業の推進に努めます。 

内 容 キャリア別に協働に関する研修を行います。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 2 3 3 3 ３ 

評 価 指 標 

４点 
職員の 20％以上が過去 3 年間以内に協働に関する研修を受け、アンケートの

満足度が 90％以上であった。 

3 点 
職員の 15％以上が過去 3 年間以内に協働に関する研修を受け、アンケートの

満足度が 90％以上であった。 

2 点 職員の 10％以上が過去 3 年間以内に協働に関する研修を受けた。 

1 点 職員に協働に関する研修を実施している。 

0 点 職員を対象とした研修が行われていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■過去３年間の職員の研修受講人数の実績は 

２年度 26 人（1 年目の若手職員対象） 

 元年度 32 人（1,2 年目の若手職員対象） 

 30 年度 33 人（係長級・主査級対象） 

となっており、全職員の約 16.3％が協働による研修を受講した。 

２年度職員研修のアンケートでは、「協働について考える機会となったか」「協働に

ついての知識や認識を得ることができたか」の問いに 100％が「はい」と回答した。 

 また、「研修会が有意義であったか？」の項目では、5 段階評価で平均が 4.７とな

った。 

職員数 560人(令和 2年 4月 1日時点)

で計算 
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施 策 番 号 Ⅰ－３－③ 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 市民参画協働政策研究会（協働ワーキング）の活動 

目 的 市民参画協働の推進に必要な実務的事項の調査・研究を行います。 

内 容 
市民参画協働に関する施策の研究や、市職員の協働意識の向上についての取組みを行

います。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 2 2 2 ２ ２ 

評 価 指 標 

４点 

協働ワーキングを開催し、協働ニュース、協働事例紹介などを年 7 回以上、

市ホームページや庁内インフォメーションに掲載し、市職員の協働意識の向

上をはかった。 

3 点 

協働ワーキングを開催し、協働ニュース、協働事例紹介などを年 5 回以上、

市ホームページや庁内インフォメーションに掲載し、市職員の協働意識の向

上をはかった。 

2 点 

協働ワーキングを開催し、協働ニュース、協働事例紹介などを年 3 回以上、

市ホームページや庁内インフォメーションに掲載し、市職員の協働意識の向

上をはかった。 

1 点 
協働ワーキングを開催し、協働に関する施策や職員の意識向上にむけた取り

組みについて研究を行った。 

0 点 協働ワーキングを開催していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・協働ワーキングは会議３回と自分ごと化会議への参加の計４回実施した。 

・(仮称)自治振興条例策定に係る市民参加型ワークショップ「自分ごと化会議」へ

事務局として参加し運営に携わることで、市民を巻き込んだ協働による政策形成

の手法について学んだ。 

・協働ニュースを３回発行し、庁内インフォメーション及び市ホームページに掲載。 

・協働事例をより身近に感じてもらうよう全職員に向け発信をするものとして、協

働事例紹介を 1 回、庁内インフォメーションで発信した。 

・1 年目職員を対象とした市民参画協働研修の内容を企画した。 
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施 策 番 号 Ⅰ－３－④ 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

職員課 

施 策 市職員の協働に関する意識調査の実施 

目 的 
市職員の協働に関する意識を調査するとともに、定期的に調査を実施することにより

意識づけをはかります。 

内 容 市職員への意識調査を隔年で行います。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

― 実施 ― 実施 ― 

評 価 点 ― 1 ― １ ― 

評 価 指 標 

4 点 「協働」について「よく知っている」職員が 60％以上である 

3 点 「協働」について「よく知っている」職員が 50％以上である 

2 点 「協働」について「よく知っている」職員が 30％以上である 

1 点 「協働」について「よく知っている」職員が 10％以上である 

0 点 「協働」に関する職員アンケートを実施していない 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度実施なし 
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Ⅱ 協働への仕組みづくり 

１ 行政施策立案等への住民参加 

 

 

施 策 番 号 Ⅱ－１－① 
前計画 

との関連 
発展 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

審議会等を所管する全部局 

施 策 審議会等への市民公募委員の参加促進 

目 的 市の政策形成過程に市民の意見を反映させ、協働による市政運営に努めます。 

内 容 
「審議会等の市民公募委員候補者名簿登録制度」の運用や、広報長岡京や市ホームペ

ージを通じた個別案件ごとの募集を行います。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 0 0 0 2 ４ 

評 価 指 標 

４点 市民公募委員の参画がある審議会等の比率が 100％である。 

3 点 

審議会等の市民公募委員候補者名簿登録制度を運用している。また、市ホー

ムページや広報長岡京を通して個別案件ごとに募集を行っている。市民公募

委員の参画がある審議会等の比率が 95％を上回っている。 

2 点 

審議会等の市民公募委員候補者名簿登録制度を運用している。また、市ホー

ムページや広報長岡京を通して個別案件ごとに募集を行っている。市民公募

委員の参画がある審議会等の比率が 92％を上回っている。 

1 点 

審議会等の市民公募委員候補者名簿登録制度を運用している。また、市ホー

ムページや広報長岡京を通して個別案件ごとに募集を行っている。市民公募

委員の参画がある審議会等の比率が 89.3％を上回っている。 

0 点 市民公募委員の参画がある審議会等の比率が 89.3％を下回っている。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 市民公募委員の参画がある審議会等の比率は 100％。(休会中及び専門的

識見を必要とするなどの理由から公募委員に適さない審議会は除く) 

・令和２年度は、市民公募委員候補者名簿より７名が審議会等に参画し、より広く市

民の意見を聴くことができた。 

・市ホームページや広報長岡京を通して個別案件ごとに公募委員の募集を行った。 
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施 策 番 号 Ⅱ－１－② 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 
パブリックコメントを実施する全部局 

施 策 パブリックコメント制度の活用と推進 

目 的 
市の基本的な計画や施策等を決める時に、その案を公表し、広く意見を募ることによ

り、幅広い市民の意見を聴取・反映できるよう努めます。 

内 容 
パブリックコメントをしやすくなるような概略資料の作成に努めます。 

また、必要に応じパブリックコメント運用マニュアルの見直しを行います。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 2 3 3 １ 

評 価 指 標 

4 点 
パブリックコメントをしやすくなるような概略資料が全件で作成されてい

る。また、パブリックコメント運用マニュアルの見直しを行った。 

3 点 
パブリックコメントをしやすくなるような概略資料が全体の 2/3 以上作成さ

れている。 

2 点 
パブリックコメントをしやすくなるような概略資料が全体の 1/2 以上作成さ

れている。 

1 点 パブリックコメント制度を活用し、市民の意見を聴取・反映している。 

0 点 パブリックコメント制度を活用していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 実施件数１５件。内 5 件が概略資料あり。(約 33.3％概略資料あり) 

概略資料の作成あり 

・長岡京市国土強靭化地域計画（案） 

・都市計画道路の見直し（素案） 

・長岡京市第２期教育振興基本計画（案） 

・長岡京市市民協働のまちづくり推進プラン【令和３～７年度版】（案） 

・第２次長岡京市営住宅等長寿命化計画（素案） 

概略資料の作成なし 

・第４次総合計画第２期基本計画（素案） 

・第５次長岡京市行財政改革大綱（案） 

・長岡京市男女共同参画計画第７次計画（案） 

・長岡京市第２次地域健康福祉(中期)計画（案） 

・第６次長岡京市障がい者(児)福祉基本計画・長岡京市障がい福祉計画(第６期計画) 

長岡京市障がい児福祉計画(第２期計画)（案） 

・長岡京市空き家等対策計画【第２版】（素案） 

・長岡京市自転車活用推進計画（案） 

・長岡京市第２次健康増進計画（案） 

・長岡京市第３次食育推進計画（案） 

・長岡京市第９次高齢者福祉計画・長岡京市第８期介護保険事業計画（案） 
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施 策 番 号 Ⅱ－１－③ 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 
関連する各部局 

施 策 市の施策がわかるようなワークショップ、説明会の開催 

目 的 市の政策形成過程に市民が気軽に参加できる機会をつくります。 

内 容 市民に直接関係する施策について積極的に説明会やワークショップを開催します。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 3 4 ４ ４ 

評 価 指 標 

４点 
年 10 回以上、市の政策形成過程に市民が気軽に参加できるワークショップ、

説明会を行った。 

3 点 
年 5 回以上、市の政策形成過程に市民が気軽に参加できるワークショップ、

説明会を行った。 

2 点 
年 3 回以上、市の政策形成過程に市民が気軽に参加できるワークショップ、

説明会を行った。 

1 点 市の基本的な計画や施策等を決める際に、説明会を実施した。 

0 点 
市の政策形成過程に市民が気軽に参加できるワークショップ、説明会を開催

していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 ワークショップ、説明会合わせて３３回実施。 

●指定ごみ袋制度導入説明会 参加人数 ：延べ 475 名 

令和２年度で市民、自治会、団体向けに計 26 回開催 

●男女共同参画推進団体による意見交換会 参加人数 ：12 団体 15 名 

（長岡京市男女共同参画計画第７次計画） 

令和 2 年 7 月 30 日 

●(仮称)自治振興条例策定に係る、市民参加型ワークショップ 

「第１回自分ごと化会議 in 長岡京」 参加人数 ：76 名 

令和２年 12 月 12 日 

●都市計画道路の見直しに伴う地権者説明会 参加人数 ：65 名 

令和 3 年 1 月 7 日、9 日 

●長岡京市新庁舎等建設工事説明会 参加人数 ：19 名 

令和 3 年 1 月 29 日 

●長岡天神駅周辺整備第 2 回事業検討会 参加人数 ：28 名 

令和 3 年３月 11 日、13 日 
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２ 協働事業の推進 

 

 

 

 

 

施 策 番 号 Ⅱ－２－① 
前計画 

との関連 
発展 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 提案公募型協働事業への財政的支援 

目 的 
市が課題とするテーマについて市民活動団体等より提案を募り、選定した協働事業に

補助金を交付することにより、協働事業の推進を図ります。 

内 容 
平成 27 年度に創設した市民活動応援補助金＜提案公募型協働事業コース＞を継続実

施します。また、必要に応じて適宜見直しを行います。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 ３ 3 4 4 ４ 

評 価 指 標 

4 点 
市が課題とするテーマについて、選定した協働事業へ適正に補助金を交付し

た。また、市民活動団体と振り返りを行い、活動や制度の見直しを行った。 

3 点 
市が課題とするテーマについて、選定した協働事業へ適正に補助金を交付し

た。また、市民活動団体と振り返りを行った。 

2 点 
市が課題とするテーマについて、選定した協働事業へ適正に補助金を交付し

た。 

1 点 市が課題とするテーマについて、市民活動団体より提案を募った。 

0 点 提案公募型協働事業コースの提案募集を行わなかった。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

 ・長岡京市第４次総合計画の６つの柱である「こども」「くらし」「かがやき」「ま

ち」「みどり」「けいえい」に沿う事業について、企画提案を募集し、５団体へ補

助金を交付した。(市民活動応援補助金 市民提案型協働事業コース) 

 ・市民活動応援補助金交付団体の活動発表会を、市民活動サポートセンターの登録

団体の活動発表と同時に行った。市民活動応援補助金交付団体６団体と、市民活

動サポートセンター登録団体２団体が参加し、それぞれの活動について発表を行

った。 

 ・市民活動応援補助金の令和３年度募集分について見直しを行い、補助金申請書類

の押印欄を廃止した。 
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施 策 番 号 
Ⅱ－２－② 

前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

各部局 

施 策 
市実施事業の委託化の検討 

目 的 

市が実施する事業のうち、専門性、先駆性、柔軟性など協働の担い手の特性や能力を

活かすことで有効性や効率性が向上すると認められる事業について、委託化の検討・

推進を行い、より効果的な事業実施を目指します。 

内 容 
事務事業点検時及び協働事業点検時に委託化への可能性を検討します。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 １ 1 1 0 ０ 

評 価 指 標 

４点 既存事務事業や協働事業から事業が委託化された。 

3 点 
事務事業点検や協働事業点検時に委託可能事業をピックアップし、担当部署

へ働きかけを行った。 

2 点 事務事業点検や協働事業テーマ募集時に委託化の可否を確認した。 

1 点 協働事業のテーマを庁内に募集した。 

0 点 事業委託化の検討・推進を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・市民活動応援補助金の「提案公募型協働事業コース」について、庁内に協働テー 

マを募集し、そのテーマに沿った事業を提案いただいた団体に補助金を交付して 

いたが、市民活動団体の自主性を尊重する制度にするため、令和元年度より「市 

民提案型協働事業コース」へ制度の見直しを行った。これに伴い、令和元年度及 

び２年度は協働事業のテーマの庁内募集を行わなかった。 
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３ 協働事業の評価 

 

 

 

 

 

施 策 番 号 Ⅱ－３－① 
前計画 

との関連 
新規 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 協働事業の評価システムの検討・実施 

目 的 協働事業の評価・振り返りを行い制度の改善に活かします。 

内 容 
市民活動応援補助金＜提案公募型協働事業コース＞採択事業について、交付団体と市

担当課双方より評価・振り返りを行う機会を設けます。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 2 3 3 ３ ３ 

評 価 指 標 

 

4 点 

市民活動応援補助金＜提案公募型協働事例コース＞交付事業について、交付

団体と市担当課の双方より、共通の評価指標を定めた上で評価・振り返りを

行い、結果を共有した上で、評価制度の改善につなげた。 

3 点 

市民活動応援補助金＜提案公募型協働事例コース＞交付事業について、交付

団体と市担当課の双方より、共通の評価項目を定めた上で評価・振り返りを

行い、結果を共有する場を設けた。 

2 点 
市民活動応援補助金＜提案公募型協働事例コース＞交付事業について、交付

団体と市担当課の双方より、評価・振り返りを行った。 

1 点 
市民活動応援補助金＜提案公募型協働事例コース＞交付事業について、交付

団体のみで評価・振り返りを行った。 

0 点 
市民活動応援補助金＜提案公募型協働事例コース＞採択事業について、評

価・振り返りを実施しなかった。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

 市民活動応援補助金交付団体の活動発表会を、市民活動サポートセンターの登録団

体の活動発表と同時に行った。市民活動応援補助金交付団体６団体と、市民活動サ

ポートセンター登録団体２団体が参加し、それぞれの活動について発表を行った。 

また、＜市民提案型協働事業コース＞交付事業について、交付団体と市担当課の双 

方より、共通の評価項目を定めた「振り返りシート」を作成した上で評価・振り返 

りを行い、結果を共有した。 
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Ⅲ 協働への環境づくりによる市民活動の活発化 

１ 中間支援機能の充実  

施 策 番 号 Ⅲ－１－① 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 市民活動サポートセンターの中間支援機能の充実 

目 的 
市民活動サポートセンターの中間支援機能（コーディネート機能）の充実による市民

活動の活性化及び市民活動と地域活動の連携をはかります。 

内 容 

市民活動団体の運営や設立に関する相談・アドバイス、市民活動団体間の交流・連携、

団体活動情報や各種助成金情報の収集・発信、団体向け及びスタッフ向けのスキルア

ップ研修などを行います。また、市民活動と地域活動の連携に努めます。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 ― 2 1 2 １ 

評 価 指 標 

4 点 利用者アンケートの満足度（満足・ほぼ満足）が 90％以上である 

3 点 利用者アンケートの満足度（満足・ほぼ満足）が 80％以上である 

2 点 利用者アンケートの満足度（満足・ほぼ満足）が 70％以上である 

1 点 利用者アンケートの満足度（満足・ほぼ満足）が 50％以上である 

0 点 利用者アンケートを実施していない 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・センター利用者へ適宜相談やアドバイスを実施しているほか、コロナ禍で利用者が 

増加している ZOOM の利用方法についての個別相談を行った。 

・ひと・もの・情報・場所の４つを提供し、市民活動のネットワーク構築を図る交流

スペース「ひもじば」をセンター内にオープンした。 

・季刊誌「Flat-Ne ながさぽ」やメールマガジン、HP、公式 LINE、ひもじばなどで

登録団体の活動情報や、市民活動に関する各種イベントやセミナー、助成金等の情

報を発信した。 

・防災・防犯に取り組む登録団体が意見交換を行う「防災・防犯まちづくり懇談会」

の開催や「長岡京市 SDGs 交流会」の共催などを通じて、市民活動団体間のネット

ワークづくりに努めた。 

・職員１名がボランティアコーディネーション力検定３級に合格した。 

・利用者アンケートを実施した結果、３項目の平均満足度は 69.5％であった。各項

目の満足度内訳は、ホームページの見やすさ：78.8％、職員の窓口対応：73.4％、

ミーティングスペース、コピー機、印刷機の使い勝手：56.3％であった。 
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２ 活動場所の充実 

 

 

 

 

 

 

施 策 番 号 Ⅲ－２－① 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 市民活動オフィスフロアの利用促進 

目 的 
事務ブースを運営拠点をもたない団体に貸し出すことにより活動の充実を支援しま

す。また、利用団体間の交流により活動の活性化をはかります。 

内 容 
利用促進に向け、広報長岡京、市ホームページでの定期的な広報を行います。また、 

NPO 法人格取得を目指す、運営拠点をもたない団体へのＰＲに努めます。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 2 2 2 2 ２ 

評 価 指 標 

４点 
稼働率 100％であった。また、広報長岡京や市ホームページ、市民活動サポ

ートセンターなどを通じて利用募集を発信した。 

3 点 
稼働率 80％以上であった。また、広報長岡京や市ホームページ、市民活動サ

ポートセンターを通じて利用募集を発信した。 

2 点 
稼働率 60％以上であった。また、広報長岡京や市ホームページ、市民活動サ

ポートセンターを通じて利用募集を発信した。 

1 点 広報長岡京や市ホームページにて利用団体の募集を行っている。 

0 点 市民活動オフィスフロアの利用促進に努めていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 稼働率 70％（全 10 ブース中、7 ブース 6 団体利用） 

・広報長岡京に利用団体募集記事掲載（２年度３月号） 

・市ホームページにて利用団体の募集を発信（通年） 
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施 策 番 号 Ⅲ－２－② 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

都市計画課 

関連する各部局 

施 策 市内空き施設、空き家の活用の検討 

目 的 
市民活動団体の運営拠点や活動場所として活用できるよう空き施設や空き家の活用

方法を検討します。 

内 容 市内の空き施設や空き家の活用方法を検討します。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 1 ３ 4 ４ ４ 

評 価 指 標 

4 点 空き家活用のガイドラインを定め、活用体制が整備されている。 

3 点 市民活動団体が運営拠点や活動場所として空き家を活用している。 

2 点 空き家活用の実施がある。 

1 点 空き家の現状調査を実施している。 

0 点 空き施設や空き家について対策・施策を講じていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

・空き家の活用等に関する相談窓口として、専門家６団体と連携して「長岡京市空き

家行政プラットフォーム」を運営し、空き家所有者の相談内容に応じた専門業者を

紹介した。 

・空き家バンクの利用希望者に対して、登録物件が１件しかなく、物件登録数を増や

すために、新たに不動産業者の取扱物件（専属専任に限る）を空き家バンクに登録

できるようにしたが、現在、業者取扱物件の登録はない。 

・令和 3 年度も引き続き、空き家行政プラットフォームと空き家バンクを運営するこ

とにより、空き家の利活用を図ります。 
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３ 活動への財政的支援 

 

 

 

 

施 策 番 号 Ⅲ－3－① 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

社会福祉課 

文化・スポーツ振興室 

施 策 市民活動への財政的支援 

目 的 
市民活動団体が自立して活動するための支援のひとつとして、市民活動応援補助金制

度などの財政支援制度を活用します。 

内 容 
市民活動応援補助金、民間社会福祉活動振興助成金、文化奨励事業補助金など財政支

援度の適切な運用をはかります。また、必要に応じて見直しをはかります。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 4 4 4 ４ 

評 価 指 標 

4 点 
市民活動への財政的支援として補助金制度を適切に運用した。また、内容の

見直し・検討を行った。 

3 点 市民活動への財政的支援として補助金制度を適切に運用した。 

2 点 市民活動への財政的支援として補助金を交付した。 

1 点 市民活動への財政支援が不十分だった。 

0 点 市民活動への財政的支援を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度交付状況は以下のとおり。 

・市民活動応援補助金：９件(894,000 円)  

 （うち２件は新型コロナウイルス感染症の影響により事業が実施できなかった 

ため、交付確定額は 0 円） 

・民間社会福祉活動振興助成金：8 件(908,000 円) 

・文化奨励事業補助金：新型コロナウイルス感染症のため、例年の実演発表等にかか 

る補助金の申請がすべて取り下げとなったため、あらたに動画配信による発表等へ

の補助金として「新しい生活様式に沿った文化奨励事業補助金」制度を創設した。

その結果、3 件の応募があり、動画は事業報告時点で 2,439 回視聴され、多くの方

に文化芸術にふれてもらう機会となった。次年度も新型コロナウイルス感染症対策

に対応して補助金制度を適切に運用していく必要がある。 

 

市民活動応援補助金については令和３年度募集分について見直しの検討を行い、補

助金申請書類の押印欄を廃止した。 
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Ⅳ 協働による地域づくりと自治活動の促進 

１ 地域コミュニティの活性化  

 

 

 

 

 

施 策 番 号 Ⅳ－１－① 
前計画 

との関連 
新規 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 自治会設立への支援 

目 的 
地域活動の基礎的組織である自治会の未組織地域を少なくするため、新規自治会設立

を促進します。 

内 容 
新規自治会設立に向けた組織づくり、運営に関するノウハウの提供などの支援や財政

的支援を行います。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 3 1 ４ ４ 

評 価 指 標 

4 点 未組織地域率を 6.4％以下とした。 

3 点 新規自治会（設立準備委員会含む）を設立した。 

2 点 重点地区を選定し、協議及び設立に向けた住民説明会を実施した。 

1 点 重点地区を選定し、組織化へのキーマンと協議を実施した。 

0 点 新規自治会設立への働きかけを行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■未組織地域率 

平成 28 年度 8.6％ 

平成 29 年度 7.9% 

平成 30 年度 6.5% 

令和元年度    6.4% 

令和 2 年度  6.3％ 

 ・住居の無かった下海印寺樽井地域にマンション建設が予定されていることから、

自治会に加入できるように隣接する友岡自治会と調整中。 

・また今里や長法寺で新たに開発される地域について、各自治会に加入できるよう

調整を行った。 
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施 策 番 号 Ⅳ－１－② 
前計画 

との関連 
新規 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 自治会活動への支援 

目 的 
自治会への支援を行い、地域課題の解決に向けた「互助・共助」の取り組みを促進し

ます。 

内 容 

地域課題の解決に向けた活動や運営に関するノウハウの提供などの支援や財政的支

援を行います。また、各自治会の現状や共通課題を共有するため、情報交換や交流会

を継続して実施します。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 ２ 2 2 ２ ２ 

評 価 指 標 

４点 自治会加入率が 62％以上であった。 

3 点 

財政的な支援を行うとともに、自治会長会において現状や共通課題を共有す

るため、情報交換や交流会を実施し、課題解決に役立つ研修を実施した。 

また、自治会加入率の向上に向けた取り組みを実施し、加入率が 59.2％を下

回らなかった。 

2 点 

財政的な支援を行うとともに、自治会長会において現状や共通課題を共有す

るため、情報交換や交流会を実施し、課題解決に役立つ研修を実施した。 

また、自治会加入率の向上に向けた取り組みを実施した。 

1 点 
財政的な支援を行うとともに、自治会長会において現状や共通課題を共有す

るため、情報交換や交流会を実施し、課題解決に役立つ研修を実施した。 

0 点 自治会への支援を実施していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・自治会運営補助金を交付し財政的な支援を実施した。 

・自治会長会は、開催できないことも多かったが、コロナ禍における自治会活動の状

況を情報収集し、全自治会で共有した。 

・自治会長会の冬季研修会において、防災活動をテーマに学習会を開催予定であった

が、緊急事態宣言により中止となったため、講演に代わり、講師に講演会を録画し

た動画を作成してもらい、これを収めた DVD を各自治会に配布した。 

・自治会加入率の低下が課題となる中、自治会加入促進の支援として以下を実施した。

（加入率 29 年度:56.4% 30 年度:55.6% 元年度:54.3% 2 年度：53.3％） 

・不動産関連業者により賃貸・売買契約時に自治会の加入案内を実施 

・市役所ロビーでの自治会加入を呼びかけるチラシを配布 

・未加入者加入促進補助金の交付 
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施 策 番 号 Ⅳ－１－③ 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 地域コミュニティ協議会など住民連携組織設立への支援 

目 的 
個人や自治会をはじめとする各種団体などで構成する小学校区単位の住民連携組織

を設立し、さまざまな地域課題の解決に取組み、自治意識の向上を図ります。 

内 容 
住民連携組織設立に向けた組織運営づくり、コミュニティ活性化計画づくり、財政的

支援など包括的な支援を行います。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 ３ 3 2 3 1 

評 価 指 標 

4 点 市内全 10 小学校区において住民連携組織が設立されている。 

3 点 
住民連携組織設立へ向けて、地域の各種団体、住民と打ち合わせや説明会を

実施し、協議会（準備委員会を含む）を立ち上げた。 

2 点 住民連携組織設立に向け、地域の各種団体、住民に向け説明会を実施した。 

1 点 住民連携組織設立へ向け、地域の各種団体、住民と打ち合わせを行った。 

0 点 住民連携組織設立への支援を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・地域コミュニティ協議会未設立である神足小学校区及び長岡第六小学校区の自治会

長や地域住民に、地域の現状等についての聞き取りを行った。 
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施 策 番 号 Ⅳ－１－④ 
前計画 

との関連 
継続 

担当課 

関連部局 

自治振興室 

関連する各部局 

施 策 地域コミュニティ協議会など住民連携組織設立後の包括的な支援 

目 的 
地域コミュニティ協議会など住民連携組織への支援を行い、地域コミュニティの活性

化をはかります。 

内 容 

防災や高齢者の見守りなど住民連携組織に共通する課題解決に向けた支援や、事務局

の強化など運営体制見直しへの支援、財政的支援、事業計画づくりなどの支援を行い

ます。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 3 3 4 ２ 

評 価 指 標 

４点 

住民連携組織へ補助金による財政的支援を行うとともに、事務局運営や事業

計画などノウハウや人的支援を行った結果、協議会のある全校区で避難所運

営訓練が実施され、複数校区で高齢者の見守り活動が行われている。 

3 点 

住民連携組織へ補助金による財政的支援を行うとともに、事務局運営や事業

計画などノウハウや人的支援を行った結果、複数の校区で避難所運営訓練や

高齢者の見守り活動が行われている。 

2 点 
住民連携組織設へ補助金による財政的支援を行うとともに、事務局運営や事

業計画などノウハウや人的支援を行った。 

1 点 住民連携組織へ補助金による財政的支援を行った。 

0 点 住民連携組織への支援を行っていない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・既存の８つの地域コミュニティ協議会へ補助金の交付による財政的支援を行った。 

・地域コミュニティ補助金の事務局強化支援補助のメニューにより、三小、四小、五

小、七小、九小、十小に対して地域住民主体の事務局運営支援を行った。 

・避難所運営訓練については、新型コロナウイルス感染症の影響により、全校区での

開催ではなく、メイン会場の長岡第七小学校に各自治会・コミュニティの代表者が

参加する形で行われた。 

・五小校区で予定されていた高齢者行方不明捜索訓練については、新型コロナウイル

ス感染症の影響により中止となった。 

 

・青少年健全育成推進協議会 補助金による財政的支援を行いました。青少年の見守

りのみならず高齢者や防災等も含めた地域コミュニティ協議会への発展的移行が

課題となります。 

・総合型地域スポーツクラブ 補助金による財政的支援を行った。また、前年度に設

立した八小校区の総合型地域スポーツクラブの設立後の継続支援を行った。残り２

校区の未設立校区の各団体に向けた働きかけが必要。 
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施 策 番 号 Ⅳ－１－⑤ 
前計画 

との関連 
新規 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 地域コミュニティ協議会など住民連携組織の地域間交流の実施 

目 的 
住民連携組織が抱える課題や解決への取組みを情報共有し、新たな発見や気付き、各

地域での取組みの参考となる機会をつくります。 

内 容 住民連携組織の活動発表・交流会を実施します。 

年 度 計 画 
２８ ２９ ３０ １ ２ 

実施 実施 実施 実施 実施 

評 価 点 3 3 4 2 ２ 

評 価 指 標 

４点 年に複数回、複数のテーマで活動発表・交流会を実施している。 

3 点 年に複数回、活動発表・交流会を実施している。 

2 点 年に１回、活動発表・交流会を実施している。 

1 点 住民連携組織発行のコミュニティニュース等を校区間で共有している。 

0 点 住民連携組織同士の情報共有・交流を実施していない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・令和２年９月２３日に地域コミュニティ協議会交流会を実施し、「各地域コミュニ

ティ協議会の活動状況について」「地域コミュニティ協議会への各種補助金につい

て」「コミュニティセンター(クラブハウス)の利用について」「（仮称）自治振興条例

の策定について」情報共有を行った。 

・各地域コミュニティ協議会が発行しているコミュニティニュースを、市ホームペー

ジに掲載することによって共有した。 
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施 策 番 号 Ⅳ－１－⑥ 
前計画 

との関連 
新規 

担当課 

関連部局 
自治振興室 

施 策 地域コミュニティ協議会など住民連携組織とテーマ型市民活動団体との連携 

目 的 
地域活動と市民活動、それぞれの持ち味を活かした相互補完と連携により、お互いの

活動の好循環をすすめます。  

内 容 
住民連携組織が取組む地域課題に対して、専門性や機動力をもつ多様な市民活動団体

との連携がはかれるよう、お互いを知りあう機会をつくり、マッチングをはかります。 

年 度 計 画 

２８ ２９ ３０ １ ２ 

検討 

モデル実施 
実施 実施 実施 実施 

評 価 点 １ 1 1 3 ４ 

評 価 指 標 

4 点 住民連携組織と市民活動団体の連携をすすめ、継続的な事業化に至った。 

3 点 住民連携組織と市民活動団体の連携事業が実施された。 

2 点 
住民連携組織と市民活動団体それぞれから状況、課題の聞き取りを行い、マ

ッチングを行い連携への働きかけを実施した。 

1 点 住民連携組織と市民活動団体それぞれから状況、課題の聞き取りを行った。 

0 点 住民連携組織と市民活動団体との連携に取り組んでいない。 

今 年 度 の 

実 績 と 

今後の課題 

■２年度 

・長五小コミュニティ協議会と放置竹林整備団体が連携し、竹林整備活動を継続して

行っている。 


